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“摩擦アンカー接合”は，先端にセラミックス球面を有する接合ツールを用いる異種金属接合法である。上板 A5052，

下板 SPCCに適用した場合，球面に沿って真っ直ぐに伸びた鋼突起が A5052中に形成され接合強度が向上する。しかし，

本接合法を上板：A5052 と下板：亜鉛めっき鋼（GI（溶融亜鉛めっき）鋼及び GA（合金化溶融亜鉛めっき鋼））の重ね継

手に適用すると，GI 鋼では鋼突起が形成されず，GA 鋼では鋼突起がひだ形状を呈するため十分な接合強度が得られない

ことが分かった。そこで，A5052 と亜鉛めっき鋼の間に 0.6mm 厚の SPCC をインサートして接合を試みた。その結果，GI

鋼，GA鋼ともに球面に沿って真っ直ぐに伸びた鋼突起が A5052中に形成され，引張せん断強度は GI鋼で約 3.9kN/点，GA

鋼で約 3.2kN/点に達し，インサート材なしの場合の強度約 2.6kN/点以上とすることができた。また，十字引張強度は GI

鋼，GA鋼ともに約 2.6kN/点に達した。 
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